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漢

　

代

　

の
．
家

　

畜

　

（
上
）

　
　
　
　
　
　

一

　

家
畜
の
馴
養
は
有
用
植
物
の
栽
培
と
共
に
人
類
の
文
明
顎
建

の
重
要
な
契
機
で
、
新
石
器
時
代
に
お
い
て
既
に
現
在
０
文
明

の
源
流
を
た
す
動
植
物
の
利
用
が
開
始
さ
れ
て
を
り
、
現
代
Ｏ

家
畜
の
主
要
な
種
類
は
有
史
以
前
に
於
て
出
揃
つ
て
ゐ
た
と
言

　
　

①

は
れ
る
。

　

東
亜
上
代
に
於
て
も
家
畜
の
馴
１
　
は
極
め
て
早
期
か
ら
行
は

れ
、
甲
骨
文
の
知
識
に
糠
れ
ば
古
文
献
に
六
畜
と
し
て
代
表
的

な
家
畜
に
敷
へ
ら
れ
る
馬
・
牛
・
羊
・
琢
・
犬
・
鶏
２
ハ
種
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

殷
代
に
盛
ん
に
使
役
利
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
判
り
、
更
に
古

く
は
河
南
省
仰
詔
村
の
遺
跡
に

有
す
る
様
に
な
っ
た
豚
の

跡
に
は
後
来
漢
族
に
親
し
い
開
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

飼
養
０
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

　
　

・

　

人
類
が
自
然
か
ら
生
活
資
材
を
獲
得
す
る
仕
方
は
地
形
。
・
風

土
の
差
異
に
よ
り
限
定
さ
れ
。
或
は
主
と
し
て
動
物
か
ら
食
衣

宮

川

洵

　
　

志

住
生
活
の
供
給
を
仰
ぎ
、
或
は
こ
れ
を
植
物
に
侯
っ
。
人
類
の

経
済
生
活
の
原
始
時
代
に
は
採
集
・
狩
猟
・
漁
拶
・
手
鋤
農
業

が
何
れ
の
地
方
に
お
い
て
も
一
般
に
行
は
れ
た
が
、
梢
進
歩
し

た
段
階
に
至
っ
で
は
遊
牧
及
び
農
耕
が
生
産
業
と
た
っ
た
。
遊

牧
生
活
が
農
耕
定
住
の
生
活
よ
り
低
度
な
も
の
で
、
必
ず
常
に
し
・

後
者
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
貧
展
段
階
誕
は
風
土
の
相

違
を
強
調
す
る
賓
謐
的
な
立
場
か
ら
批
判
さ
る
べ
き
弱
鮎
を
有

　

④

す
る
。
漢
族
の
古
代
史
に
於
て
牧
畜
主
業
の
時
代
が
農
耕
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

に
先
行
し
一
次
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
問
題
も
、
先
づ
泣
族
と
呼
ば
’

れ
る
民
族
そ
の
も
の
の
成
立
が
中
國
各
地
域
に
亘
句
夫
々
’
特
有

の
フ
？
フ
と
フ
ァ
ウ
ナ
に
取
力
圖
ま
れ
て
、
適
吃
し
た
生
産
方

法
を
選
揮
し
て
ゐ
た
諸
種
族
の
混
合
同
化
の
結
果
で
画
る
と
い

ふ
事
賓
の
指
摘
に
よ
り
、
一
座
提
出
０
仕
方
を
改
め
ら
れ
ね
ば

な
り
ぬ
。
映
西
・
四
川
０
山
岳
地
帯
に
は
罰
蒼
た
る
原
生
林
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　

・
｀

存
在
し
狩
猟
や
挿
木
の
場
所
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
燕
斉
の
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Ｓ

　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　

－

海
岸
ｔ
方
り
住
昆
ば
富
ｔ
漁
揆
を
脊
ん
だ
Ｉ
あ
６
　
　

‰

山
東
牛

島
の
原
住
民
は
狩
猟
牧
畜
を
事
と
し
た
こ
と
掲
貢
に
見
る
所
で

あ
る
』
。
た
だ
注
意
に
値
ひ
す
る
の
は
後
代
の
流
族
の
生
概
の
方

向
が
ひ
た
す
ら
農
耕
中
心
主
義
に
進
ん
で
行
っ
た
こ
と
で
あ

C
＼

’
森
林
は
伐
探
し
っ
く
さ
れ
、
桑
田
や
焼
畑
忙
化
せ
ち
れ
、

放
牧
地
Ｐ
ａ
ｓ
t
ｖ
i
ｒ
ｅ
や
刈
草
地
Ｍ
ｅ
ａ
ｕ
f
o
ｗ
　
　
　
＾
人
間
の
食
糧
を
直

接
供
給
す
る
畑
地
に
嶮
更
さ
れ
、
久
し
く
低
度
の
技
術
を
守
っ

た
漁
揆
業
も
内
陸
民
族
か
名
漢
族
仝
般
に
と
り
営
然
重
要
性
を

獲
る
能
は
す
ヅ
結
局
濯
漑
を
必
須
と
す
る
集
約
的
主
穀
１
　
業
が

國
富
の
絹
對
俯
に
主
要
な
源
泉
と
な
る
に
至
づ
た
こ
と
で
あ

⑧

　

こ
の
事
賓
拉
所
謂
塞
外
史
の
扱
ふ
乾
燥
ア
リ
ア
の
蒙
古
系
ト

ル
Ｊ
系
諸
民
族
の
古
来
便
化
な
き
牧
畜
生
活
と
、
西
洋
諸
國
に

お
け
る
有
畜
農
業
生
活
と
に
比
較
Ｕ
て
、
日
本
や
朝
鮮
・
佛
印
・

過
剰
に
よ
る
土
地
の
狭
少
が
耕
地
の
零
細
分
割
を
著
し
く
し
、

努
働
力
の
低
直
は
畜
力
の
利
用
を
む
し
ろ
経
啓
上
の
負
瑠
と
感

ぜ
し
め
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
科
學
教
育
０
不
振
と
あ
ひ
ま
ち
農

業
０
技
術
的
改
善
の
希
望
を
空
し
く
し
て
を
り
、
農
業
を
國
家

　
　
　
　

～

　

‰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

繁
柴
ａ
基
礎
と
す
る
傅
統
的
な
思
想
に
も
拘
ら
す
。
農
業
生
産

が
吽
政
治
的
、
～
及
’
び
政
治
的
原
因
に
大
今
姉
そ
ぢ
れ
得
心
自
然

’
的
原
因
、
即
ち
牧
取
と
飢
饉
と
忙
よ
り
阻
害
さ
れ
、
食
糧
生
産

に
が
い
て
す
ら
自
給
を
と
か
く
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
る
現
状
で

あ
る
。
家
省
の
飼
料
を
生
産
す
べ
き
土
地
は
皐
げ
て
人
間
０
食

糧
不
足
を
緩
和
す
べ
く
利
用
さ
れ
、
欧
米
農
家
の
所
有
地
利
用

に
お
い
て
畑
地
と
殆
ん
ど
率
を
同
じ
く
す
る
牧
草
地
。
は
と
こ
に

お
い
て
は
尺
寸
の
饌
地
た
く
僅
か
に
養
は
れ
る
役
畜
や
家
計
的

小
家
畜
の
飼
育
管
理
も
無
方
針
の
ま
ま
に
委
ね
ら
れ
、
貧
農
小

農
暦
に
お
い
て
は
専
ら
人
力
に
よ
る
無
畜
農
耕
の
賓
情
に
あ

る
。
中
國
の
気
候
は
家
畜
特
に
馬
の
如
き
大
家
畜
の
飼
育
に
適

営
で
な
く
、
水
油
耕
作
の
普
及
は
潅
漑
に
よ
る
土
地
の
養
分
の

補
給
七
便
と
し
厩
肥
・
の
必
要
度
を
減
じ
て
ゐ
る
等
の
事
情
と
あ

ひ
ま
ち
。
牧
畜
拡
西
北
の
峡
酉
甘
粛
や
西
南
の
雲
南
・
廣
西
の

に
お
い
て
は
重
要
な
地
位

　

こ
れ
を
農
民
の
普
養
の
面
か
ち
考
ぺ
て
も
動
物
質
食
品
ｏ
補

給
は
Ｉ
割
に
充
た
ぬ
’
と
さ
れ
、
豚
・
、
剱
ｏ
肉
や
卵
が
食
に
供
せ

ら
れ
る
‘
の
も
一
年
数
回
の
特
別
な
祀
祭
の
時
季
に
限
ら
れ
、
酪

農
は
古
来
絶
え
７
行
は
れ
涜
牛
肉
禁
忌
は
儒
佛
道
三
歎
の
共
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に
読
教
す
る
所
で
あ
っ
か
・
も
と
よ
り
上
流
支
配
暮
暦
０
食
膳

は
鳥
獣
魚
肉
に
充
ち
て
ゐ
た
こ
と
は
、
肉
食
の
家
と
は
上
流
富

者
を
指
す
語
で
あ
り
、
梁

つ
た
こ
と
か
ら
考
へ
ら
れ

如回
飽
く
こ
と
が
彼
等
０
奢
侈
で
あ

の
如
き
「
植
物
的
」
だ
生
活
を
し
て
ゐ
た
こ
嵯

し
か
し
國
民
の
大
多
数
が
前
述

　
　
　
　
　
　
　

⑩

し
て
ゐ
た
こ
嵯
は
、
欧
洲
國
民

が
警
養
を
動
植
物
雙
方
か
ら
適
常
に
掃
取
し
、
即
ち
土
地
の
生

’
す
る
植
物
質
の
一
部
を
用
畜
を
通
し
て
動
物
質
に
鍵
化
し
て
食

用
に
供
し
Ｊ
役
畜
に
よ
り
作
物
の
牧
穫
を
増
大
せ
し
め
る
と
い

ふ
循
環
的
工
作
を
曹
ん
で
ゐ
る
の
と
は
著
し
い
對
照
を
な
し
て

を
り
、
・
反
日
本
具
他
海
岸
民
族
の
利
鮎
で
あ
る
魚
介
類
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ
⑨

動
物
質
補
給
０
方
途
め
存
す
る
こ
と
と
も
梢
１
異
つ
て
ゐ
る
。

’
牧
畜
の
奨
励
は
現
代
中
國
０
農
業
政
策
に
鳶
い
て
も
彊
調
せ

ら
れ
を
り
、
特
に
小
１
　
作
を
主
と
す
る
華
北
で
は
技
術
的
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

家
畜
使
用
は
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
現
状

は
か
く
０
如
く
で
あ
り
そ
の
改
善
も
容
易
で
は
な
い
。
け
だ
し

そ
０
因
っ
て
来
る
所
遠
く
、
開
聯
を
持
つ
壮
會
的
諸
因
子
は
複

雑
か
っ
惰
性
的
で
あ
る
。
。
本
稿
は
家
畜
が
中
國
農
業
に
お
い
て

示
し
た
役
割
の
歴
史
的
琴
遷
を
明
か
に
す
べ
く
起
稿
し
‘
た
が
、

一
座
わ
づ
か
に
漢
代
を
中
心
と
す
る
上
古
の
時
期
を
限
っ
凪

し
か
も
極
大
略
の
状
況
を
斂
述
す
る
に
止
め
た
も
０
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

廣
義
に
お
い
て
家
畜
と
は
馴
養
動
物
の
全
て
を
指
し
、
従
っ

に
愛
玩
用
の
鳥
類
や
昆
塁
、
水
産
養
殖
の
魚
類
や
甲
殼
類
、
絹

布
の
供
給
者
と
し
て
、
中
國
史
上
特
別
な
重
１
　
性
を
登
揮
し
た

認
、
等
も
包
含
さ
れ
る
が
、
狭
義
に
お
い
て
は
農
用
家
畜
、
即

ち
動
物
質
生
産
物
及
び
動
物
１
　
自
身
を
人
間
の
食
料
衣
料
等
Ｏ

用
途
に
供
し
（
用
畜
）
又
は
耕
作
・
乗
綬
の
た
め
畜
力
を
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

ず
る
（
役
畜
）
、
所
謂
農
家
０
有
生
器
具
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し

漢
代
の
家
畜
と
題
し
て
考
究
の
對
象
を
定
め
る
時
、
漢
族
古
代

の
傅
統
に
従
ひ
前
述
の
六
畜
及
び
そ
の
必
須
の
代
用
と
な
う
た

動
物
に
限
定
し
た
い
。
従
来
各
方
面
（
土
地
制
度
や
租
税
感
系

や
治
水
浪
漑
工
作
・
劈
働
・
技
術
）
か
ら
企
て
ら
れ
た
中
國
艦
毎
雫

史
０
側
面
を
家
畜
飼
育
の
闘
聯
に
お
い
て
眺
め
た
い
の
が
最
初

の
方
針
で
も
あ
っ
た
が
、
「
祀
と
戒
と
は
國
の
大
事
な
り
」
と
の

古
語
あ
る
如
く
、
祭
祀
の
犠
牲
と
し
て
の
牛
羊
琢
、
軍
用
・
儀

使
用
と
し
て
の
馬
の
飼
育
ぷ
開
す
る
斂
述
を
全
く
省
く
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

六
畜
を
對
象
　
１
こ
し
た
以
上
許
容
さ
れ
た
い
。
特
に
馬
社
元
来
定

住
農
耕
で
は
開
係
・
の
な
い
動
物
で
、
こ
Ｉ
に
開
す
る
限
ゆ
野
生

原
種
内
登
祚
地
は
中
央
ア
ジ
７
　
高
原
で
あ
少
、
ア
ッ
シ
リ
ア
’
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ヒ
ッ
タ
イ
ト
・
。
ぢ
ク
ソ
Ｋ
　
･
カ
ッ
シ
イ
ｈ
等
印
欧
或
は
ウ
ラ
ル

　
　
　
　

｀
‐

　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

χ

　
　
　
　
　

｝

　
　
　
　

｀

　
　
　

７
　
そ
タ
イ
ぼ
民
族
に
よ
り
太
古
以
来
馴
養
さ
れ
、
『
此
等
勇
敢
な

　
　
　

る
騎
盾
民
族
は
バ
ピ
ロ
ン
ー
エ
ヂ
プ
ト
の
如
き
農
耕
文
明
民
族

　
　
　

を
征
服
も
、
同
様
０
事
情
は
東
方
に
か
い
。
て
は
マ
ッ
サ
ゲ
ー
ト

　
　
　

か
ら
馬
を
輸
入
し
た
匈
奴
族
と
漢
代
乃
至
そ
れ
以
前
の
漢
族
と
。
、

　
　
　

の
間
で
も
見
ら
れ

砂

。
民
族
學
者
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ー
シ
で
｡
/
　
＾

　
　
　

X
.
の
説
忙
よ
る
と
、
人
類
文
明
の
費
祚
し
た
の
は
農
耕
ｏ
利
あ

　
　
　

る
大
河
川
流
域
の
・
平
野
で
あ
る
が
、
そ
の
周
逡
の
山
岳
沙
漠
地

　
　
　

希
の
遊
牧
民
が
屡
々
こ
の
平
野
陀
侵
入
し
、
雨
民
族
ｏ
撲
鯛
Ｏ

　
　
　
　
　

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

’
結
果
、
文
明
の
飛
躍
的
甕
達
が
途
げ
ら
れ
た
と
い
ふ
が
、
古
代

　
　
　

に
お
い
て
殷
周
革
命
が
こ
の
著
し
い
例
謐
で
あ
る
と
思
ふ
。
要

　
　
　

｀
之
収
原
に
挨
る
民
族
に
と
っ
て
馬
は
外
来
の
も
の
で
外
寇
に
よ

　
　
　

り
馬
の
使
用
を
知
り
始
め
た
の
で
、
。
現
在
で
も
風
土
の
開
係
も

　
　
　

あ
り
馬
の
蕃
殖
飼
育
は
主
と
し
て
浦
蒙
に
‘
″
い
て
行
は
れ
、
本

　
　
　

部
に
は
成
長
し
た
馬
が
輪
入
さ
れ
る
。
歴
史
上
有
名
な
浹
族
と

　
　
　

北
欽
と
の
馬
貿
易
は
こ
れ
を
詮
す
る
。
ワ
グ
ナ
ー
に
よ
る
と
、

　
　
　

’
華
北
の
‘
農
家
拡
馬
よ
Ｉ
も
寧
ろ
秘
（
牝
馬
と
牡
穏
ｏ
仔
）
を
乗
。

　
　
　

娩
駄
用
と
し
、
南
部
で
は
都
市
軍
隊
の
外
で
は
馬
は
見
ら
れ
た

　
　
　

や

″
～
癒
脆
は
中
國
に
も
斎
座
玄
。
後
漢
の
将
軍
馬
援
は
「
馬
は
戦

時
に
は
甲
兵
の
本
で
あ
九
千
時
に
は
奪
卑
の
序
を
別
っ
も
ｏ

　
　
　
　
　
　

④
ヽ

で
み
る
」
と
言
。
ひ
、
五
代
ｏ
李
珪
紺
「
漢
代
に
戸
口
千
二
百
萬
。

墾
田
八
百
萬
頃
あ
っ
た
ｏ
が
ゴ
エ
國
以
後
、
農
夫
は
軍
衆
よ
ぷ

少
く
な
り
、
駿
馬
は
耕
牛
よ
り
多
ぐ
な
り
、
軍
に
供
し
て
農
糧

を
奪
ひ
、
馬
に
稼
し
て
牛
草
を
侵
し
、
戸
口
二
百
四
十
萬
に
減

　
　
　
　
　
　

④
ゝ

じ
た
」
と
逍
べ
た
。
馬
と
反
對
に
牛
は
平
和
的
農
耕
民
の
家
畜

で
あ
り
用
途
最
も
廣
く
起
源
最
古
の
大
家
畜
と
言
は
れ
、
財
炭

評
價
の
基
準
と
な
り
交
換
媒
介
物
と
さ
れ
る
一
方
ご
岬
聖
硯
さ

れ
て
曽
秤
の
對
象
と
も
な
り
、
経
済
・
宗
教
の
雨
面
に
意
義
深

い
役
割
を
演
じ
た
。
牛
と
馬
０
重
要
度
の
消
長
は
其
の
時
代
の

平
和
的
と
軍
國
的
と
の
目
標
に
な
り
、
東
洋
史
で
は
隨
っ
て
・
陳

族
と
北
方
民
族
と
の
對
立
開
係
の
動
向
を
指
示
す
る
。
洵
に
老

子
の
「
天
下
道
有
る
と
き
は
走
馬
を
却
け
て
以
て
糞
（
た
づ
く
）

る
。
天
下
道
無
き
と
き
は
我
馬
郊
に
生
挙
」
と
い
ふ
如
く
パ
前

漢
と
後
漢
と
の
時
代
性
を
比
べ
て
見
て
も
で
の
傾
向
が
興
趣
深

く
感
ぜ
ら
れ
る
。

　

馬
牛
を
大
家
畜
と
し
て
雨
者
の
意
義
役
割
が
右
ｏ
通
り
と
す

る
と
、
中
家
畜
た
る
羊
荼
を
短
ぺ
る
と
、
恰
も
放
牧
に
適
し
て

蒙
古
民
族
０
第
一
の
財
産
と
都
會
地
附
近
で
舎
飼
さ
れ
湊
族
０
　

無
二
の
件
侶
と
の
對
比
を
示
す
。
小
家
畜
た
‘
る
犬
難
は
村
落
生
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活
の
景
物
で
あ
り
、
難
は
晨
を
司
り
、
狗
は
盗
に
吠
え
農
村
の

自
治
確
保
の
功
優
者
と
も
稀
す
べ
き
で
あ
る
。
六
畜
の
馴
養
登

生
地
を
考
究
す
る
と
馬
羊
犬
は
北
方
又
は
北
西
方
に
牛
琢
難
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

む
し
ろ
そ
れ
よ
り
南
方
に
鮎
せ
ら
れ
る
。
五
穀
と
連
栃
さ
れ
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

者
の
居
る
所
に
は
無
し
に
潜
ま
さ
れ
ぬ
も
０
と
さ
れ
た
。
此
等

の
家
畜
の
登
生
地
を
臆
測
し
て
も
、
漢
文
明
が
悠
久
た
古
代
か

ら
北
方
及
び
南
方
か
ら
す
る
原
始
文
化
の
波
を
受
け
た
有
様
が

朧
気
な
が
ら
窺
は
れ
。
る
わ
け
で
あ
る
。

次
好
況
を
呈
し
て
き
９
　
。
史
記
貨
殖
傅
に
牧
畜
に
よ
る
貨
殖
の

有
利
を
脆
き
特
に
皮
・
裂
の
商
品
價
値
を
重
硯
し
て
を
り
、
喩
紙

の
利
に
よ
り
致
富
し
た
者
と
並
ん
で
牧
畜
に
よ
り
素
封
家
と
な

っ
た
鳥
氏
慄
や
橋
姚
の
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
巴
蜀
の
山
地
は
ま

た
別
の
畜
産
地
１
　
で
あ
り
、
筰
馬
旅
牛
が
名
産
。
で
あ
る
。
筰
馬

は
晋
の
代
虞
馬
、
後
世
の
川
馬
で
あ
り
、
蒙
古
の
草
原
馬
と
は

別
程
好
東
洋
馬
Ｅ
ｑ
Ｘ
ｉ
ｕ
ｓ
　
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
a
l
i
ｓ
で
あ
決
諸
葛
亮
の
南

ｊ
ｊ
。
’
。
。
、
。
。
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

征
に
よ
り
獲
た
の
は
此
の
種
の
小
馬
で
声
つ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
間
‐
で
も
牧
畜
か
有
利
と
さ
れ
た
か
ら
官
牧
も
固
り
大
規
模

　
　
　
　
　
　
　

三

　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
行
は
れ
勺
右
扶
風
は
畜
牧
ｏ
･
Ｈ
-
-
-
？
地
で
掌
畜
令
丞
の
官
が

　

前
漢
代
で
は
牧
畜
は
農
業
と
並
ん
で
か
な
り
重
要
な
産
業
部

　
　

置
か
れ
ご
象
強
の
有
罪
者
は
こ
こ
の
奴
隷
に
さ
れ
称
を
刈
ら
さ

。
門
を
占
め
て
ゐ
た
と
見
ら
れ
る
。
漢
書
地
理
志
に
涼
州
’
の
水
草

　
　

れ
た
。
上
林
苑
で
は
水
衡
都
尉
の
管
轄
下
で
、
祭
祀
や
巡
幸
り

の
美
畜
牧
の
豊
を
記
し
て
を
り
、
山
西
省
も
左
傅
に
名
高
き
屈

　
　

場
合
に
用
ひ
る
天
下
百
官
の
乗
用
駕
用
の
馬
六
萬
頭
が
飼
育
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

産
の
乗
の
産
地
で
あ
り
、
馬
邑
の
附
近
は
武
帝
の
。
時
で
も
畜
野

　
　

れ
、
１
　
安
に
Ｉ
あ
る
未
央
・
大
声
・
路
恰
・
騎
馬
・
駒
除
・
丞
華

に
布
く
有
様
で
匈
奴
が
そ
の
掠
奪
の
た
め
侵
入
し
初
陣
の
李
廣
。

　

ｏ
六
厩
に
配
垢
補
充
さ
れ
て
ゐ
た
。
其
他
河
西
六
郡
の
界
中
に

　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　

②

に
名
を
成
さ
し
め
た
こ
と
が
あ
る
。
前
漢
初
年
に
は
秦
末
の
内
バ
は
牧
師
苑
令
の
掌
る
諸
苑
三
士
ハ
所
が
設
け
ら
れ
、
丞
・
郎
の

気
の
た
め
軍
馬
が
消
耗
し
天
子
で
も
同
じ
毛
色
の
馬
四
頭
を
車

　
　

属
官
ｏ
下
で
奴
婢
三
萬
人
が
主
と
し
て
軍
用
に
供
す
る
苑
馬
三

に
揃
へ
る
こ
と
が
で
き
す
、
将
相
で
も

獲
ら
れ
す
牛
車
に
乗
っ
て
＆
た
と
い
ふ

ヽ
の
後
を
受
け
雲
中
雁
門
上
郡
遼
東
の
過
宗
地
方
で
は
畜
産
が
漸

十
萬
頭
を
飼
育
し
て
ゐ
た
。
祀
戒
二
事
以
外
の
帝
室
の
私
用
の

馬
は
天
子
の
焉
に
家
馬
（
揖
馬
）
あ
り
都
厩
で
飼
は
れ
て
ゐ
た

’
し
い
皇
后
の
車
馬
陰
中
厩
に
飼
は
れ
中
太
僕
が
管
理
し
、
太
子

" ●50-
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2呻

‐
に
。
ぼ
・
剛
１
　
が
良
け
ら
擢
だ
・
づ
頴
£
か
昨
官
は
九
卿
０
　
」
だ
る
太

『
ｆ
’
ｒ
．
‘

　

‐
’

　

Ｉ
『

　

！

　
　
　
　
　
　

％

　

■
♂
－
－
〆
－
。

　
　

し
’
゛
゛
－
｀
『

　

ｉ
゛
ｌ

僕
よ
統
鷹
さ
れ
ｔ
ゐ
罵
馬
の
官
漱
が
こ
Ｊ
な
に
盛
大
で
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

だ
の
は
武
帝
一
。
代
の
こ
と
・
で
あ

』 り
、
元
碧
の
代
に
な
。
る
と
儒
教

的
文
治
主
義
政
治
家
‐
の
貢
掲
慨
「
景
帝
０
時
に
は
厩
馬
邸
診
匹
一

に
過
ぎ
な
か
っ
た
り
に
今
で
は
萬
診
狐
一
に
塘
加
し
て
ゐ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

　

Ｊ
“

　
　
　
　
　
　
　

ｙ

こ
れ
は
散
十
郡
一
で
よ
い
。
長
安
城
南
苑
地
以
外
の
三
輔
の
苑
を

仝
腹
し
貧
民
犀
振
給
し
、
馬
の
穀
食
を
停
め
費
用
を
節
そ
よ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　

①
ヽ

等
と
上
奏
し
て
ゐ
る
。

　

軍
用
馬
は
先
づ
京
師
駐
屯
の
詞
林
騎
始
め
、
屯
騎
・
越
騎
・

長
水
・
胡
騎
の
各
校
尉
の
部
下
の
騎
兵
除
に
配
備
さ
れ
、
乗
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

駕
川
の
馬
は
奉
車
都
尉
・
雛
馬
都
尉
の
管
轄
に
廻
さ
れ
た
。
西

京
雑
記
に
は
武
帝
の
頃
０
馬
郡
一
に
闘
し
た
珍
ら
し
５
物
語
を
藻

め
て
ゐ
る
。

　

馬
は
漢
族
に
と
っ
て
は
最
も
得
難
ぺ
貴
重
す
べ
き
家
畜
で
あ

り
、
匈
奴
族
等
と
ち
が
っ
て
犠
牲
に
捧
げ
る
七
と
は
古
来
少
か

っ
た
様
で
あ
る
。
前
湊
初
西
時
０
白
帝
の
郊
祭
に
用
ひ
る
三
牲

の
」
に
は
赤
色
黒
鬘
尾
の
前
駒
が
あ
り
、
雍
の
五
時
に
も
駒
を

用
び
た
が
、
武
帝
０
太
初
元
年
、
天
子
の
親
祠
に
非
る
と
き
は

木
寓
馬
を
以
て
生
駒
に
代
へ
、
そ
れ
以
外
の
旺
川
の
祀
に
は
二

し
ミ

　
　
　
　
　
　
　

④

切
駒
を
翔
ふ
る
を
禁
じ
た
。
‘
動
物
犠
牲
は
聖
な
る
食
用
で
あ
る

が
、
。
馬
ｅ
ｅ
食
用
も
決
し
て
】
’
般
的
で
な
か
’
つ
た
。
馬
を
殺
し

　
　

ｒ
ｊ
１

　

４

　

ｊ
゛

　
　
　
　
　
　
　

一
ｓ
’
。

　
　
　
　

一
四

　
　
　
　
　
　

１

　
　

を

肉
を
食
ふ
の
辻
戦
争
中
の
非
常
の

‘ 必
要
に
促
が
さ
れ
た
場
合
に
Ｉ
”

　
　
　

ダ

　

”

　
　

－
⑩

艮
』
れ
た
ど
い
っ
て
も
大
過
な
い
み
思
。
ふ
。
。
こ
れ
ら
は
要
之
馬

ｉ

　
　
　

一

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

“

　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

が
漢
族
本
来
の
家
畜
で
な
い
事
む
物
証
っ
で
ね
る
。
前
逍
の
桐

馬
の
乳
を
採
り
馬
乳
酒
を
醸
し
太
常
巣
人
に
｀
賜
っ
た
こ
と
が
う

り
い
如
淳
の
時
代
に
梁
州
で
も
飲
用
さ
れ
て
ゐ
た
-
ａ
ｊ
Ｓ
ふ
が
、

こ
れ
は
蒙
古
人
の
愛
用
す
る
ク
ミ
シ
ュ
が
一
部
漢
人
に
賞
味
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

ｌ

　
　

Ｉ
ｒ

　

－
４
『

　

＠
‐

　

れ
て
ゐ
た
こ
と
を
’
知
る
挿
話
に
過
言
な
５
。
馬
は
官
物
で
あ
.
G
t

　

民
間
で
は
4
1
々
獲
難
く
、
軍
人
で
も
貧
し
い
間
は
購
入
で
き
や
、

　

馬
が
有
る
と
と
が
富
の
表
示
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
逸
話
は

ご
ハ
朝
の
頃
に
か
け
て
多

‰

し
か
し
映
芦
・
山
西
・
河
北
の
優

　

境
地
帯
が
狽
開
墾
さ
れ
す
人
ロ
も
稀
薄
で
あ
り
、
か
』
つ
北
秋
と

　

の
武
力
的
衝
突
が
避
け
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
で
は
民
叫
で
も
馬
が

　

飼
養
さ
れ
て
ゐ
た
。
極
鍼
論
未
通
篇
に
喘
「
文
景
の
時
に
は
牛

　
　
　
　
　
　

Ｉ
ｌ

　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　

ｓ

１
　
、

～
馬
群
を
成
し
農
夫
は
馬
を
以
て
耕
載
し
、
民
騎
乗
せ
ざ
る
者
な
。

　

か
っ
た
」
’
と
見
え
、
同
書
散
不
足
篇
に
は
１
　
馬
が
庶
人
の
努
に

　

代
る
べ
く
、
行
け
ば
則
ち
椀
に
服
し
止
ま
れ
ば
則
ぢ
梨
に
就

　

く
」
と
あ
Ｉ
、
馬
が
乗
用
・
較
用
の
外
に
梨
耕
に
為
使
役
さ
れ

　
　
　

χ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％

　

た
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
馬
の
飼
育
は
技
術
的
に
困
難
。
で
あ
り

‘
飼
料
の
調
辨
も
容
易
で
た
か
っ
た
こ
と
は
同
篇
に
【
そ
れ
】
‐
馬
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２１０

棚
に
伏
せ
ば
中
家
六
口
０
食
に
富
り
、
丁
男
一
人
の
事
を
亡
ふ
」

と
あ
り
、
武
帝
の
外
征
に
桜
く
國
内
０
窮
乏
か
ら
民
間
の
馬
Ｏ

飼
育
は
漸
次
少
く
な
り
、
三
國
時
代
以
後
は
牛
の
所
有
さ
へ
も

富
農
０
表
示
と
な
り
、
馬
よ
り
も
庖
價
で
手
間
の
掛
ら
ぬ
腱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

農
用
家
畜
と
し
て
便
利
に
思
は
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
牧
畜
業
の

衰
退
を
示
す
わ
け
で
あ
名
が
そ
の
主
因
は
人
口
増
加
に
よ
る
牧

草
地
の
狭
少
化
で
あ
る
。
戦
國
策
％
■
＆
;
記
を
読
む
と
蘇
張
遊
洸

の
士
は
諸
國
王
に
向
ひ
。
そ
の
自
國
０
兵
士
車
騎
貯
穀
の
量
を

し
て
鷹
田
座
舎
あ
る
も
曾
ち
蕎
牧
牛
田
の
地
瓦
し
」
と
警
告
し

て
を
リ
バ
戦
國
時
代
に
既
に
中
國
の
中
央
部
を
占
め
た
國
で
は

１
　
業
の
利
益
が
牧
畜
の
そ
れ
と
競
合
し
後
者
を
後
退
さ
せ
。
か

つ
か
か
る
國
は
馬
の
供
給
を
仰
ぐ
べ
き
辺
境
か
ら
も
遠
か
つ
た

か
ら
常
時
の
戦
争
技
術
で
最
も
頼
み
と
な
る
騎
兵
の
整
備
に
苦

し
ん
だ
こ
と
が
判
る
。
漢
書
溝
流
志
に
見
え
る
河
東
の
守
番
係

ｏ
奏
に
よ
る
と
、
黄
河
流
域
ｏ
扮
陰
・
蒲
坂
は
武
帝
の
時
で
も
ま

だ
１
　
耕
が
行
は
れ
す
、
河
粟
の
奥
地
と
し
て
民
そ
の
中
畑
交
牧

（
草
刈
と
萱
牧
）
し
て
ゐ
た
が
、
彼
は
濯
漑
を
行
ふ
こ
と
に
よ
り

穀
二
百
萬
石
を
増
産
し
、
山
東
漕
運
の
労
を
省
か
ん
と
請
ひ
許

　

可
さ
れ
た
　
　
０
貢
掲
の
上
奏
に
も
あ
っ
た
如
く
、
官
有
の
苑
圃
を

　

慶
し
農
民
の
招
墾
を
許
す
こ
と
は
重
農
主
義
政
治
家
０
献
策
マ

　

屡
々
行
は
れ
、
平
帝
元
始
二
年
に
は
安
定
０
呼
池
苑
は
安
民
礪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

と
な
り
貧
民
を
こ
こ
に
移
住
さ
せ
梨
牛
種
食
を
具
へ
た
。
王
莽

　

０
時
に
な
る
と
土
地
０
饒
と
水
泉
の
利
で
知
ら
れ
る
か
っ
て
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

放
牧
地
太
原
・
上
黛
で
も
屯
田
が
行
は
れ
。
る
様
に
な
っ
糾
。
牧

　

畜
生
活
の
農
耕
へ
０
改
曼
は
異
民
族
に
對
し
て
も
行
は
れ
た
。

　

宜
帝
の
時
西
莞
を
平
定
し
た
老
将
趙
充
國
は
澄
中
の
潅
漑
施
設

　

を
整
へ
、
農
利
を
興
し
、
駐
屯
漢
軍
に
は
費
用
０
か
さ
｀
。
騎
兵

　

を
や
め
て
歩
丘
ハ
萬
人
を
残
し
、
各
人
三
十
畝
を
耕
さ
せ
、
か
っ

　

莞
族
の
農
地
に
鰐
牧
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
彼
は
軍
馬
一
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　

食
は
田
士
一
歳
を
度
支
す
ぺ
し
と
計
算
し
た
。

　
　

牧
畜
特
に
馬
の
飼
育
か
穀
作
に
よ
り
次
第
に
尾
迫
さ
れ
、
穀

　

作
が
掌
牛
及
び
銀
製
農
具
の
普
及
と
濯
漑
施
設
の
拡
充
に
よ
り

　

登
達
し
て
く
る
こ
と
は
、
前
漢
か
ら
後
湊
へ
移
り
ゆ
く
時
代
相

　

の
重
要
な
礎
貌
で
あ
る
。
経
済
的
事
情
の
便
化
が
敏
感
に
時
代

　

０
気
風
に
反
映
し
て
ゐ
る
。
先
づ
後
漢
の
馬
政
機
開
を
検
す
る

　

と
、
太
僕
卿
官
舗
は
前
漢
に
比
し
著
し
く
淋
し
く
な
り
、
少
府

　

に
属
し
て
ゐ
た
考
工
令
（
兵
器
製
造
）
と
車
府
令
（
乗
輿
諸
車
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

｀
未
央
厩
令
０
三
に
過
ぎ
す
、
。
峡
西
甘
粛
地
方
が
莞
族
侵
寇
の
場
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an

と
な
つ
だ
こ
と
ぼ
議
處
ぼ
散
在
し
た
苑
を
荒
農
さ
せ
、
た
だ
」
羽

　

一
♂
ｓ

　

♂

　

“

　
　

Ｆ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　

ノ

　
　
　

ｓ

林
郎
の
盈
領
す
る
漢
陽
の
流
馬
苑
、
『
安
帝
の
置
い
た
。
盆
州
南
部

は
匈
奴
の
奇
畜
と
し
７
象
佗
（
ら
く
だ
）
。
・
叙
い
商
蔭
）
を
１
　

へ
て
ゐ
る
が
、
ま
も
な
く
流
人
は
腿
０
使
役
を
知
り
、
武
帝
の

の
三
苑
ヽ
檻
帝
が
恐
ら
く
國
配
騒
擾
の
兆
に
備
へ
７
復
興
を
計

　
　

時
以
来
冪
糧
運
搬
に
用
ひ
後
淡
陰
莞
族
か
ら
多
数
の
祓
を
分
捕

る
た
池
に
洛
陽
郊
外
に
置
い
た
苑
散
薗
が
學
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
ヽ
り
塵
ん
に
用
ひ
た
。
後
漢
末
馬
は
戦
闘
用
で
手
一
杯
と
な
り
、

(
Ｄ
馬
匹
の
使
豚
に
つ
い
ｔ
ず
國
的
色
膨
よ
り
も
貴
族
的
儀

　

襲
駕
用
に
は
馴
れ
易
い
破
が
漸
く
文
弱
化
し
た
宮
廷
人
や
都
人

式
晩
だ
感
じ
が
績
漢
書
輿
服
志
な
ど
を
通
し
て
窺
は
れ
る
。
車

馬
の
制
度
の
帰
遷
を
見
る
と
周
代
男
子
は
専
ら
立
乗
し
て
ゐ
だ

が
、
漢
代
に
は
立
車
の
外
に
坐
乗
０
安
車
が
造
ら
れ
、
始
め
は

婦
人
の
鴛
や
老
人
の
優
遇
に
用
ひ
ら
れ
た
の
が
、
後
漢
末
以
後
、

一
般
化
し
、
車
艦
も
大
き
く
な
り
戸
が
設
け
ら
れ
、
装
飾
が
華

美
に
な
り
帷
が
施
し
た
衣
車
（
桶
穆
）
が
現
は
れ
、
魏
晋
以
後
．

…
…
。
－
リ
。
－
。
。
…
…
…
…
…

　
　

⑩

馬
が
少
く
な
っ
た
の
で
牛
・
檀
を
用
ぴ
る
こ
と
が
多
く
た
っ
た
。

東
晋
で
は
馬
政
事
務
は
門
下
省
に
移
さ
れ
。
宋
以
後
で
は
太
僕
）

　
　
　

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠

‘
は
郊
祀
の
時
臨
時
に
設
け
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
晋
書
奥
駕

ぷ
心
に
よ
る
と
整
猷
以
後
天
子
よ
丿
士
に
。
至
る
迄
牛
車
を
常
乗
と

し
、
古
代
の
軍
用
馬
車
た
り
１
　
紹
車
も
牛
が
ひ
く
様
に
な
り
、

要
之
南
朝
で
、
は
乗
馬
の
風
習
そ
の
も
の
が
慶
れ
た
。
さ
れ
ば
こ

そ
魏
の
太
武
奇
は
宋
を
無
足
の
國
と
侮
り
、
南
朝
は
北
族
騎
兵
’

除
を
防
ぐ
０
に
長
江
水
師
に
た
よ
る
外
な
か
っ
た
詳
で
あ
る
。

　

牛
と
共
に
畿
が
馬
０
代
用
に
’
な
っ
て
き
た
。
史
記
匈
奴
傅
に

士
に
愛
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
’
た
。
里
帝
μ
列
肆
を
後
宮
に
作
り

四
自
１
　
に
駕
し
遊
行
し
Ｊ
そ
れ
が
公
卿
以
下
洛
陽
人
±
０
流
行

と
な
っ
た
こ
と
ぽ
按
漢
書
五
行
志
の
作
者
を
し
て
撃
姫
せ
し
め

「
騎
は
重
き
を
服
し
遠
き
に
致
り
、
山
谷
を
上
下
し
野
人
０
用
ふ

る
所
な
る
に
、
か
か
る
流
行
が
生
じ
た
０
は
け
だ
し
執
政
の
者

皆
騎
０
如
く
遅
鈍
で
あ
る
ふ
ら
だ
ら
う
」
・
と
言
は
せ
た
。
世
界

各
國
と
同
様
漢
人
に
と
っ
て
も
騎
馬
は
佃
０
抜
け
た
愛
嬌
者
と

し
て
軽
ん
ぜ
ら
れ
乍
ら
も
愛
用
さ
れ
、
南
朝
貴
族
０
隠
し
蘇
に

騎
鳴
を
な
す
こ
と
あ
り
、
家
貧
し
き
處
士
は
騎
を
躯
り
て
田
夫

に
伍
し
、
種
々
な
逸
話
や
寸
景
を
゛
正
史
の
無
味
乾
燥
の
記
載
の

中
に
鮎
在
さ
せ
て
ゐ

Ｊ
四

。

　

註

　
　
　

一

　

①

　

家
畜
に
闇
す
る
一
般
的
知
識
は
、
加
茂
儀
一
氏
「
家
畜
文
化
史
」

’
同
氏
認
＝
ど
フ
ツ
ド
ー
ケ
ル
レ
ル
「
家
畜
系
統
史
」
宮
坂
梧
郎
氏
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１１２

　

「
畜
産
細
済
地
理
」
高
岡
好
廉
氏
「
農
學
綱
要
」
等
を
參
照
し
た
。

①

　

殷
代
の
牧
嗇
に
っ
い
て
は
、
小
島
結
馬
博
士
「
殷
代
の
産
業
に

　

就
い
て
」
（
支
那
學
三
ノ
ー
○
・
大
一
〇
）
田
中
斉
氏
課
・
馬
秉
風

　

氏
「
支
那
紺
済
史
」
森
谷
克
己
氏
・
［
東
洋
小
文
化
史
］
岡
崎
文
夫

　

博
士
「
支
那
古
代
史
要
」
郭
沫
若
氏
（
藤
枝
丈
夫
氏
課
）
「
古
代

　

支
那
社
命
研
究
」

③

　

松
崎
壽
和
氏
諦
・
ア
ｙ
ダ
ー
ソ
ン
「
黄
土
地
１
　
」

④

　

藤
渾
保
太
郎
氏
譚
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
ー
タ
ノ
ー
「
世
界
超
済
史
大

　

系
」
に
は
探
集
（
生
食
）
Ｉ
狩
猟
１
遊
牧
―
農
耕
の
岡
式
を
誤
=
>
　
Ａ
)

　

’
な
し
、
狩
猟
か
ら
直
ち
に
潅
漑
農
耕
に
入
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
「
ア

　

の
イ
ン
ヂ
ア
ン
、
飼
育
動
物
と
草
原
な
く
遊
牧
生
活
の
あ
り
得
な

　

か
っ
た
南
洋
土
人
、
両
者
が
あ
っ
て
も
遊
牧
の
必
要
が
な
か
っ
た

　

ア
メ
リ
カ
の
土
人
を
脆
き
、
狩
猟
民
が
土
地
耕
作
を
経
ず
に
。
遊
牧

　

に
移
っ
た
所
は
な
く
、
遊
牧
民
の
多
く
は
牧
畜
の
外
に
多
少
と
も

　

牛
を
鋤
に
っ
け
る
・
耕
耘
を
菅
ん
で
ゐ
る
こ
と
等
を
注
意
し
て
ゐ

④

　

陳
登
原
氏
「
中
國
文
化
史
」
バ

　

・

④

　

杉
本
苔

　

七
）
5
＼
　
-
Ｋ
「
支
那
土
壌
地
理
學
」
に
竺
可
禎
氏
の
詫
を
引
く
。

⑦

　

李
士
豪
・
屈
若
奉
氏
「
中
國
漁
業
史
」
‘

⑧

　

横
川
次
郎
氏
編
譚
・
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
。
「
支
那
紺
済
史
研

　

究
」
平
野
義
太
郎
氏
監
課
・
同
「
解
謄
過

‘
程
に
あ
る
支
那
の
紺
済

　

と
社
命
」
陳
嚇
江
氏
「
西
漢
社
命
綻
流
研
究
」
秋
深
修
二
氏
「
支

　

那
祀
會
構
成
」

:
＠

　

松
田
壽
男
氏
「
乾
燥
ア
ジ
ア
文
化
史
論
」
同
氏
「
漠
北
と
南
海
」

　

ウ
ィ
ッ
ト
７
オ
ー
ゲ
ル
「
東
洋
的
祗
會
の
理
論
」

⑩

　

岡
崎
三
郎
氏
課
・
パ
ク
｀
ト
ソ
「
支
那
」
佐
藤
國
一
郎
氏
譚
・

　

リ
ヒ
ヤ
ル
ト
ー
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
「
支
那
の
細
済
心
理
」

⑨

　

三
輪
孝
・
加
藤
健
氏
諏
″
ロ
ッ
シ
ン
ダ
ー
パ
ッ
タ
「
支
那
の
農

　

業
’
一
に
よ
る
と
農
民
.
ｓ
撮
る
食
料
別
カ
ロ
リ
ー
は
穀
物
八
三
こ
、

　

豆
類
六
・
七
、
藷
類
三
・
九
、
畜
産
物
二
・
三
、
植
物
油
二
・
〇
、

　

野
菜
丁
三
、
砂
糖
〇
・
五
、
果
賞
〇
・
二
で
あ
る
。
山
名
正
孝
氏
―

　

（
支
那
に
於
ｔ
ｏ
ｘ
）
食
糧
問
題
」
農
民
の
衣
食
唯
（
瀕
洲
國
産
業
部

　

資
料
）
に
よ
る
と
豚
は
年
に
一
頭
屠
る
の
が
せ
い
ぐ
で
あ
る
と
ｏ

＠

　

秋
田
成
明
氏
譚
・
倚
秉
和
氏
「
支
那
歴
代
風
俗
事
物
考
」

⑩

　

Ｆ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
　
　
Ｕ
ｏ
ｕ
ｒ
ｏ
ｕ
　
　
Ｌ
'
ｕ
ｔ
i
l
i
ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
ｄ
ｕ
　
　
Ｓ
ｏ
ｌ
　
　
ｅ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ

　

Ｆ
ｉ
ａ
ｎ
r
a
i
ｓ
ｅ
　
Ｐ
１
３
９

　

以
下
に
ア
ジ
ア
民
衆
の
生
活
の
資
源
が
殆
ｙ

　

ど
植
物
か
ら
供
給
さ
れ
t
Ｏ
　
k
j
と
を
屡
々
ｍ
ｍ
し
、
叉
Ｌ
ａ
　
ｆ
ａ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ

　

ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
I
'
ｅ
ｌ
ｅ
ｖ
ａ
ｇ
ｅ
　
　
Ｓ
項
あ
ｌ
’
。

⑨

　

「
日
本
國
勢
圖
會
」
二
八
畜
産
業
。

⑩

　

満
餓
調
査
部
「
北
支
那
の
農
業
と
鯉
済
」
第
四
笥
北
支
那
の
畜

　

産
纒
啓
バ

　
　

ニ

①

　

芝
田
清
吾
氏
「
畜
産
學
原
論
」
永
友
繁
雄
氏
譚
・
エ
レ
ー
ボ
ー

　

「
農
業
細
曹
細
済
學
」

　

満
餓
刊
行
會
課
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
グ

　

カ
ー
「
中
國
豊
１
　
」
下
巻
に
は
廣
義
の
家
畜
に
つ
き
詳
細
な
詫
明

　

を
加
へ
て
ゐ
る
。

④

　

六
嗇
は
漢
書
二
八
上
地
理
志
の
顔
師
古
の
註
に
よ
る
と
六
擾

　
　

（
擾
は
人
の
馴
養
す
る
所
と
な
る
の
意
）
と
も
云
ひ
、
難
を
除
き

　
　

『
五
擾
、
更
に
犬
ｔ
除
き
四
。
擾
と
い
ふ
。
叉
勿
（
牛
羊
）
秦
（
犬
禾
）
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ai3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
－

　

の
語
あ
=
｡
°
因
＊
に
陳
喩
江
氏
「
西
漢
祀
會
纒
済
研
究
」
に
よ
’
る

　
　
　

Ｉ

　

ｄ

　
　
　

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

Ｉ

　

と
、
家
畜
９
價
格
は
馬
十
五
萬
か
ら
二
十
萬
、
牛
四
萬
五
千
、
羊

　

千
五
百
か
ら
三
萬
、
豚
三
萬
（
一
頭
の
肉
は
一
萬
）
で
あ
る
？

③

　

板
倉
勝
正
氏
課
・
ド
ラ
ポ
ル
ト
「
東
方
古
代
世
界
啖
」
‘
Ｉ
俄

　

一
氏
「
家
畜
文
化
史
」
家
馬
の
項
。
″

　
　
　
　

ク

④

　

大
野
俊
一
氏
譚
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
｛
・
シ
｛
ミ
ッ
ト
「
民
族
學
の

　

歴
史
と
方
法
」

④

　

後
漢
書
五
四
・
馬
援
傅

④

　

五
代
會
要
二
五

⑦

　

蜀
の
楊
陸
が
諸
葛
亮
を
諌
め
た
言
の
中
に
あ
る
　
０
（
蜀
志
一
一
五
）

　

・
外
に
犬
ａ
狼
に
用
ひ
ら
れ
良
狗
は
貧
家
で
は
買
へ
な
か
マ
た
程
の

　

價
格
を
有
し
た
。
（
呂
氏
春
秋
二
四
貴
富
）
叉
古
代
で
は
猫
が
知
ら

　

れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
鼠
を
取
る
た
め
に
。
家
で
飼
は
払
斉
に
相
狗

　

を
善
く
す
る
者
が
ゐ
た
。
（
同
二
六
士
容
論
）

⑧

　

馬
の
蒼
大
陸
に
お
け
る
祀
先
。
は
プ
ル
ジ
Ｉ
ｙ
ル
ユ
キ
ー
馬
で
中

　

央
ア
ジ
ア
高
原
に
今
狙
１
　
生
ａ
ま
ま
残
っ
て
を
り
、
東
亜
の
馬
の

　

故
郷
が
中
亜
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
羊
は
セ
ム
族
の
文
化

　

地
域
に
非
常
こ
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
。
犬
は
多
元
発
生
誕
が
あ
り

　

ジ
。
ヘ
リ
ア
と
も
イ
ン
ド
・
ご
フ
イ
と
も
考
へ
ら
４
^
≪
･
'
Ｒ
、
文
献
の
。

　

援
助
を
借
り
る
£
蕭
子
墜
形
訓
に
ざ
方
の
‥
地
は
萩
に
宜
Ｌ
で
火

　

馬
多
し
」
と
あ
り
、
後
漢
書
七
八
庖
助
註
に
鮮
卑
で
は
犬
羊
群
を

　

鴬
す
と
い
ひ
、
古
代
中
國
の
犬
は
北
方
系
統
な
る
と
と
略
明
か
で

　

あ
る
。
牛
も
馥
大
陸
の
各
地
で
古
く
か
ら
家
畜
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、

　

ア
ジ
ア
南
部
が
最
古
‘
の
馴
致
発
生
地
と
考
へ
ら
れ
、
豚
は
ア
ジ
ア

　

東
南
部
に
求
。
め
ら
參
る
Ｉ
。
難
は
孔
雀
や
維
ｊ
と
同
じ
く
ア
ジ
ア
甫
Ｉ

　
　

の
原
産
で
あ
Ｉ
、
４
ｙ
ド
で
家
畜
化
さ
れ
中
國
に
到
来
し
た
。
漢

　
　

書
郊
祀
志
に
越
巫
専
祝
が
錐
ト
を
。
用
ひ
る
と
い
ふ
の
ぱ
現
在
海
南

　
　

島
の
黎
族
の
風
習
と
邁
じ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ
■

　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　

Ｉ

・
④

　

岡
崎
文
夫
博
士
「
魏
晋
南
北
朝
通
史
」
五
六
四
頁

　

呂
氏
春
城

　
　

孝
行
覧
に
「
熟
五
穀
、
烹
六
畜
和
煎
調
、
養
國
之
道
也
」

-

こ

①

　

春
秋
溶
公
二
年
の
屈
産
の
’
名
馬
に
つ
い
て
左
傅
、
穀
梁
は
屈
邑

　

の
産
と
解
す
る
が
、
公
羊
傅
は
屈
産
二
字
を
地
名
と
な
し
春
秋
彙

　

纂
は
山
西
の
石
槍
懸
東
南
の
屈
産
泉
と
開
係
づ
け
る
。
こ
の
條
は

　

晋
の
萄
息
が
屈
産
之
乗
と
垂
錬
之
璧
を
以
て
道
を
虞
に
か
り
て
銑

　

を
伐
た
ん
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
（
衆
記
Ξ
九
・
晋
世
家
）

②

　

前
漢
書
一
〇
武
帝
紀
元
光
二
年
。
奨
の
北
土
は
烏
の
生
ず
る
所

　

（
左
傅
）
の
古
諺
あ
り
、
’
代
は
馬
郡
左
呼
ば
れ
た
。
（
呂
氏
春
秋
、
長

　

攻
）

③

　

史
記
平
準
書

‐
④

　

漢
書
食
貨
志

④
’
ワ
グ
ナ
ー
「
中
國
農
書
」
下
倦
井
坂
錦
江
氏
「
東
亜
物
産
史
」

④

　

前
漢
書
一
九
上
。
・
百
官
公
卿
表
。
食
貨
志
。
一
二
二
・
減
宜
傅
。

　

七
六
・
尹
翁
姉
輔
。

⑦

　

前
漢
書
七
二
・
貢
馬
傅

③

　

前
漢
書
一
九
上
・
百
官
公
卿
表

⑨

　

前
漢
書
郊
祀
志
下
・
史
記
封
暉
書

⑩
、
馬
肉
を
食
し
た
例
は
秦
の
穆
公
０
≪
馬
を
部
下
の
野
人
が
岐
下

の
戦
の
時
盗
食
し
Ｉ
　
＜
４
ａ
馬
肉
を
食
へ
ぱ
酒
を
飲
ま
ぬ
と
酋
に
障

-55｀
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る
か
ら
と
て
酒
を
賜
ひ
徳
を
施
し
た
話
（
史
記
秦
本
紀
）
楚
の
荘
王

　
　

の
愛
馬
が
死
ん
だ
時
、
優
孟
が
大
夫
の
膿
を
以
て
馬
を
葬
ら
ん
と

　
　

す
る
王
を
諌
め
結
局
大
官
に
下
げ
渡
し
肉
を
食
し
た
こ
と
（
史
記

　
　

一
二
六
）
が
あ
る
が
共
に
非
常
の
例
で
あ
る
。
陳
湯
は
郵
支
の
馬

　

牛
羊
を
軍
食
に
供
し
（
漠
書
一
七
〇
）
瓜
歩
で
園
ま
れ
た
北
斉
の
聘

　

士
は
馬
肉
を
食
っ
た
（
陳
書
一
）
の
を
見
る
と
軍
隊
で
は
戦
時
の

　

非
常
食
と
し
て
馬
肉
を
用
ふ
る
の
は
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
。

⑥

　

漢
書
百
官
公
卿
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

⑩

　

後
漢
書
五
五
卓
茂
傅
に
彼
が
府
史
た
る
時
に
馬
を
所
有
し
て
ゐ

　

た
た
め
盗
ん
だ
の
か
と
疑
陳
れ
た
。
北
喪
心
高
歓
は
家
貧
し
・
く
武

　

明
皇
后
を
聘
し
て
か
ら
や
っ
と
購
入
し
て
隊
主
に
立
身
し
た
と
い

　

ふ
山
内
一
豊
の
探
な
話
が
あ
る
。
（
北
斉
書
一
）
後
漢
光
武
・
帝
も
取

　

起
ｅ
始
め
に
は
牛
に
騎
り
新
野
の
尉
を
殺
し
そ
の
馬
を
奪
っ
た
と

　

い
ふ
。

⑩

　

後
這

⑨

　

六
國
の
騎
兵
の
数
は
諸
史
料
に
よ
る
と
、
魏
五
千
、
趙
・
楚
・

　

秦
各
一
萬
、
燕
六
千
で
あ
る
。

⑩

　

漢
書
こ
Ｉ
・
平
帝
紀

⑩

　

漢
書
五
八
・
馮
行
傅

⑥

　

漢
書
六
九
・
趙
充
國
傅

⑩
゛
後
漢
書
百
官
志

⑩

　

陽
嘉
元
年
に
西
苑
、
延
熹
元
年
に
鴻
徳
苑
、
二
年
に
穎
陽
苑
、

　

光
和
三
年
、
洛
陽
宣
平
門
外
に
東
西
畢
圭
苑
ブ
霊
昆
苑
を
作
つ

　

た
。
牧
馬
の
た
I
≪
の
み
で
な
く
狩
掻
場
と
し
て
上
林
苑
や
平
巣
苑

　

な
ど
洛
陽
附
近
に
あ
つ
‘
た
。

⑩

　

伺
秉
和
氏
「
支
那
歴
代
風
俗
事
物
考
」

◎

　

晋
書
職
官
志
’
宋
書
硫
志

⑩

　

た
と
へ
ば
漢
安
三
年
、
武
威
太
守
趙
冲
は
翠
唐
美
の
牛
羊
誠
十

　

八
萬
頭
を
狽
た
。
建
寧
二
年
段
顕
は
東
美
を
討
ち
牛
馬
謐
総
艶
襄

　

良
帳
什
物
無
数
を
得
た
。
（
西
莞
傅
）
永
和
三
年
、
日
南
像
林
檄
外

　

の
区
憐
を
討
つ
時
に
蔚
を
使
用
し
た
。
（
後
漢
書
八
八
虞
詞
傅
）

⑩

　

晋
書
四
二
・
王
済
傅
に
彼
が
喘
鳴
を
好
く
し
た
こ
と
あ
り
。
魏

　

志
一
二
〈
引
晋
陽
秋
に
、
徐
威
が
家
貧
し
く
車
馬
億
僕
な
く
自
ら
喘

　

を
駆
り
軍
行
し
た
こ
と
あ
り
。
楢
喘
が
製
粉
の
石
臼
廻
韓
に
役
せ

　

ら
れ
た
こ
と
を
語
る
盛
弘
之
「
荊
州
記
」
の
興
味
あ
る
が
作
認
的

　

な
る
話
が
あ
る
。
蜀
暦
開
羽
が
敗
軍
の
鈴
、
金
城
を
守
る
や
そ
の

　

東
西
に
石
城
と
喘
城
の
二
地
あ
り
、
住
民
曰
く
、
「
石
と
喘
と
に

　

爽
ま
れ
て
は
參
は
ひ
と
り
で
に
破
れ
る
だ
ら
う
｀
一
と
。
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